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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
龍
の
煌
き
（
仮
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
１
７
Ｙ

【
作
者
名
】

　
四
季

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
Ｘ
Ｘ
年
―
世
界
は
・
・
・
・
・
。

※
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
書
く
予
定
の
作
品
で
す
。
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２
０
Ｘ
Ｘ
年
―
―
―
―
―
―
―
世
界
は
急
激
に
変
化
し
て
い
た
。

世
界
は
三
つ
の
勢
力
に
分
割
さ
れ
、

Ｅ
Ｕ
と
ロ
シ
ア
、
ア
ジ
ア
は
解
体
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
と
西
ロ
シ
ア
、
西
ア
ジ
ア
の
連

合
国
家
『
Ｎ
Ｅ
Ｕ
』
。

余
っ
た
東
ロ
シ
ア
と
中
国
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
連
合
国
家
『
大
ア
メ
リ
カ
帝
国
』

。そ
し
て
、
そ
れ
以
外
の
『
中
立
国
』
で
あ
る
。

そ
し
て
、
人
類
に
も
変
化
が
訪
れ
た
。

世
界
で
超
能
力
や
異
能
力
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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世
界
は
大
幅
に
変
わ
っ
た
。

無
能
力
者
と
能
力
者
は
差
別
さ
れ
、
能
力
者
ば
か
り
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
。

―
ち
な
み
に
僕
は
無
能
力
者
で
あ
る
。

何
の
と
り
え
も
な
い
よ
う
な
、
ね
。

「
は
あ
・
・
・
・
・
」

言
い
忘
れ
て
い
た
ね
。
僕
の
名
前
は
獅
子
裂
零
禍
。

私
立
学
校
に
通
っ
て
い
る
中
学
２
年
だ
。
 

僕
が
通
っ
て
い
る
【
私
立
四
神
学
園
 

】
は
 

龍
乃
碕
市
に
あ
る
大
規
模
な
学

し
り
つ
し
し
ん
が
く
え
ん

校
で
、

中
等
部
と
高
等
部
が
あ
り
、
全
寮
制
だ
。

校
舎
は
主
に
、
中
央
、
西
側
、
東
側
、
南
側
、
北
側
が
あ
り
、

中
央
に
は
大
型
の
体
育
館
や
職
員
室
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
が
教
室
や
、
部
室

ア
リ
ー
ナ

で
あ
る
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
な
か
な
か
に
面
白
か
っ
た
り
す
る
。

外
に
は
校
庭
と
寮
が
あ
り
、
そ
の
更
に
外
側
に
は
大
き
な
壁
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

何
故
か
っ
て
？
ま
あ
、
気
に
す
る
な
。
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出
口
は
正
面
と
裏
の
二
つ
だ
け
で
、
基
本
的
に
玄
関
は
す
べ
て
の
校
舎
（
中
央

を
除
く
）
に
あ
り
、
ど
こ
か
ら
で
も
入
れ
る
。

そ
れ
で
い
て
能
力
者
で
も
無
能
力
者
で
も
通
え
る
特
殊
な
学
校
な
ん
だ
。

私
立
の
試
験
校
だ
か
ら
学
費
と
か
も
意
外
と
安
い
し
ね
。

季
節
は
春
。

気
持
ち
の
よ
い
風
が
僕
の
体
を
包
む
。

「
ふ
わ
ぁ
～
」

つ
い
つ
い
欠
伸
が
出
て
し
ま
う
の
も
仕
方
は
な
い
。

―
本
当
に
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
な
。

そ
う
思
い
な
が
ら
、
歩
い
て
い
た
と
き
、
不
意
に
誰
か
と
激
突
し
て
し
ま
っ
た
。

思
え
ば
、
こ
れ
が
一
種
の
運
命
の
分
岐
点
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

ド
ン
！

「
き
ゃ
！
」

「
う
ぉ
っ
と
！
」

刹
那
。

僕
は
彼
女
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
そ
の
手
を
つ
か
ん
だ
。
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―
よ
か
っ
た
・
・
・
・
・
。
ビ
ッ
ク
リ
し
て
は
い
る
け
ど
怪
我
は
な
い
み
た
い

だ
・
・
・
。

「
ゴ
、
ゴ
メ
ン
！
前
見
て
な
か
っ
た
か
ら
」

「
い
、
い
え
！
私
も
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
・
・
・
」

ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
彼
女
に
侘
び
を
入
れ
て
、
今
度
こ
そ
し
っ
か
り
と
立
た

せ
た
。

「
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」

「
え
？
う
ん
」

―
ヤ
バ
イ
、
早
く
行
か
な
い
と
ク
ラ
ス
表
見
れ
な
い
ぞ
。

「
ゴ
メ
ン
！
こ
れ
か
ら
用
事
が
あ
る
ん
だ
！
そ
れ
じ
ゃ
！
」

僕
は
そ
う
言
っ
て
走
る
。

目
指
す
は
学
校
の
玄
関
で
あ
る
。

―
こ
の
時
間
な
ら
も
う
張
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
。

僕
は
急
い
で
向
か
っ
た
。
 

こ
の
時
、
後
か
ら
起
こ
る
不
可
思
議
な
出
来
事
を
、
僕
は
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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